
ひろしまNPOセンター 概要

• 1997年設立（1999年法人化）

• 経営はジェットコースター

• 民説民営で何とかやってきた

• 2016年頃から世代交代が徐々に進む

• 2021年新ビジョン中長期計画策定、

定款も変更

【ガバナンス・コンプライアンス関連】
➢ 2016年度ごろから世代交代開始、同時に組織基
盤見直し開始

➢ 2019年度、JCNEベーシック評価、認定NPO法
人、休眠預金事業等の機会もあり、社労士の
バックアップを受けて労務規定をはじめとする
各種規定整備

➢ 一連のガバコン整備のマイルストーンとして
グッドガバナンスチャレンジ、2年かけて認証取
得



新ビジョン

私たちの想い

これまでの２４年を継承して恩送りする
先人たちが築いてくれた土台の上で、カープ野球のような「人材育成」と「繋ぐ手法」を大切にして、カープのたる募金のように
市民から支えられる存在を目指し、カープの試合のように県民あげて一喜一憂を共有する。そのようなNPO活動を通してこれから
の20年を育てる。

目指したい１０年後の組織の姿

広島で一番大きな行政・企業と同じ土俵に立つ
＊信頼される中間支援組織として市民社会連帯の舵取り役を担っている。
＊NPOならではの社会的価値と市場規模の創出を支えている。
＊垣根をこえた様々な主体の参画を促し協働を生み出している。

１０年後に望む広島の市民セクターのあり方

次世代と世界に誇れるＨＩＲＯＳＨＩＭＡの市民社会づくり
＊NPOが行政・企業等と力を合わせて平時・非常時ともに活躍している。
＊NPOの想いや活動を次世代が理解し共感している。
＊広島らしい持続可能で平和的な市民社会づくりが世界に認められている。

実現したい２０年後の未来像

ゆたかな市民社会
＊市民一人ひとりの想いや居場所が尊重され、多世代がいきいきとチャレンジして活躍している。
＊失敗や困難はお互いに支え合い、社会の不都合には自分事として向き合って行動する。
＊そのような暮らしの文化とかけがえのない地球環境を次世代にギフトできる。



ゆたかな市民社会を実現するために

自らが変わる、みんなが変わる、社会が変わる

民設民営の中間支援組織としての専門能力を活かしながら率先し
て行動し、立場・分野・地域・世代の垣根をこえた参画と協働を促
すことで社会連帯を育む。そして、社会の問題解決や価値創造を図
ることを通して、SDGsや国際平和に貢献し、持続可能でゆたかな
市民社会を実現することを目的とする。

事業の目的

中長期計画



事業の方針

（１） ステークホルダーとのコミュニケーションを促進する

＃ステークホルダーとの対話や関係構築
＃市民セクターの存在意義や成果に対する理解促進
＃持続可能な社会づくりのための課題共有や目標形成

（２） 組織力・担い手を育成する

＃ＮＰＯの組織基盤やガバナンスの強化
＃実践者や支援者の育成
＃ユースの活躍創出

（３） 市民社会連帯を強化する

＃市民セクターのエンパワメントを高める
＃立場・地域・分野・世代をつなげるコーディネーション
＃中間支援機能の拡充

（４） 社会的インパクトを創出する

＃特定テーマの問題解決や価値創造
＃災害・新型コロナからの復興と次なる備え
＃環境・社会・経済が好循環する協働と仕組みづくり

中長期計画


